




























って脆弱性増大のきっかけを作っているという複雑さがみられることが明らかとなった。 
今後は、主体それぞれにとっての脆弱性増大の要因、プロセスをより明確にし、つぎに

各主体の脆弱性増大が他の主体の脆弱性にとってどの様な影響を与えるのか、その影響の

プロセスも含めて明らかにする必要がある。 
このような農村社会の脆弱性のあり方が明らかになることによってはじめて、アフリカ

農民や農村社会が直面している深刻な問題を、彼らが置かれている人間－環境システムの

中での歴史的文脈の下で理解できるといえるのではなかろうか。 
 

 

第 1 図 資源へのアクセス手段 

 
 

注 

1) 1997 年に科学研究費でアフリカの農村社会の脆弱性に関する研究を本格的に開始した。「アフリカの農業生

産の危機に関する研究－『脆弱性』増大の視点から－」（1997 年－1998 年度・基盤研究(C)(2)）および「ア

フリカ小農および農村社会の脆弱性増大に関する研究」（1997 年－1999 年度・基盤研究(A)(2)）。この研究

の延長線上で、著者は現在総合地球環境研究所における『社会・生態システムの脆弱性とレジリエンス』

研究に参加し、脆弱性に関する研究を続けている。 

2) Bassett, T. J. and Zueli, K. B. 2003. The Ivorian savanna: Global narratives and local 
knowledge of environmental change. in (Zimmerer, K. S. and Bassett, T. J. eds. 2003: 
115-136). これはかつて AAAG に掲載された下記の論文をかなり改訂して再録したもので

ある。Bassett, T. J. and Zueli, K. B. 2000. Environmental discourses and the Ivorian 
Savanna. Annals of the Association of American Geographers 90-1: 67-95.  

3)この点でスウィフトの請求権は、個人を主体として考えたセン（Sen）のエンタイトルメント概念が想定し

ている権利(Sen, A., 1981)よりも対象が広いといえる。センのエンタイトルメント概念が合法性に強く縛ら



れている点でもスウィフトの請求権の概念より対象が限定的であるといえる。 

4) 小農や小作、農業労働者といった社会集団に焦点をあてて脆弱性を論じたワッツ＆ボール(Watts & Bohle 

1993)は、社会の権力構造や階級構造の中で小農は脆弱な集団であると考えた。その場合に世帯単位として

の小農も脆弱であることが想定されている。つまり社会における同じ属性を持つ個人の脆弱性は似ている

ことを前提に、個人の脆弱性の延長線上に社会集団の脆弱性が考えられている。このような彼らの脆弱性

理解が、構造主義的で多様性を覆い隠しているとしてベリー(Berry 1984)やリチャーズ(Richards 1983)など

から批判されている。 

5) コート・ジボワール南部において 2000 ブルキナ・ファソ人排斥運動のように、「地元民」が「よそ者」を

追い出すことはある。しかし、それは多くの場合、特年に起きた地元の土地占有集団による別に政治的緊

張が高まった時に起きたわけで、平常な状況で起きることは少ない 

6) この点は確認されていないが、別の森林保護区において環境省が不法侵入者の強制退去を決定した時に、

首長がそれに非協力的な対応をして逮捕されるという事件が起きている。首長が積極的に関わっているケ

ースもあると思われる。 

7) マメ科ジャケツイバラ亜科の樹木が優占する林で、代表的な樹種が方名でミオンボと呼ばれることからミ

オンボ林と呼ばれる(大山 2002)。 

 
 

引用文献 

赤羽裕 1971. 『低開発経済分析序説』 岩波書店. 

井上真 2004. 『コモンズの思想を求めて:カリマンタンの森で考える』 岩波書店. 

大塚久雄 1969. 『共同体の基礎理論』 （大塚久雄著作集 第七巻） 岩波書店. 

大山修一 2002. 市場経済化と焼畑農耕社会の変容－ザンビア北部ベンバ社会の事例－. 掛谷誠

編 『アフリカ農耕民の世界:その在来生と変容』3-49. 京都大学学術出版会. 

国際農林水産業研究センター 2000. 『砂漠化の評価と防止技術に関する総合的研究』 （環境庁地

球環境研究総合推進費 平成 11(1999)年度研究成果報告書）国際農林水産業研究センター. 

佐藤仁 2002 『希少資源のポリティックス：タイ農村にみる開発と環境のはざま』 東京大学出版

会. 

島田周平 1985.  書評：静かなる暴力－北部ナイジェリアにおける食糧、飢饉、小農－. アジア経

済 26-12: 82-87. 

島田周平 1999. 新しいアフリカ農村研究の可能性を求めて－ポリティカル・エコロジー論との交差

から－.  池野旬編  『アフリカ農村像の再検討』205-254. アジア経済研究所. 

島田周平 2001. モシ農村のポリティカル・エコロジー. アジア・アフリカ地域研究 1: 21-36. 

島田周平 2007. 社会的脆弱性の分析試論. 梅津千恵子編 『社会・生態システムの脆弱性とレジリアン

ス』 (平成 18 年度総合地球環境学研究所 PR 研究プロジェクト報告) 112-122.  総合地球環境学研究

所. 

島田周平 a 2007. 『アフリカ 可能性を生きる』 京都大学学術出版会. 
島田周平 b 2007. 『現代アフリカ農村－変化を読む地域研究の試み－』 古今書院.  
 
Adger, W. N. 2000.  Social and ecological resilience: Are they related? Progress in Human Geography 

24-3: 347-364. 



Bassett, T. J. 1988. The political ecology of peasant-herder conflicts in the northern Ivory Coast. Annals of 
the Association Geographers 78: 453-472. 

Berry, S. S. 1984. The food crisis and agrarian change in Africa: A review essay. African Studies Review, 
27-2: 59-112.  

Berry, S. S. 2001. Chiefs know their boundaries: Essays on property, power, and the past in Asante 
1986-1996. Portsmouth: Heinemann.  

Blaikie, P. 1985. The political economy of soil erosion in developing countries. London: Longman. 
Bryant, R. L. and Bailey, S. 1997. Third world political ecology. London: Routledge. 
Chambers, R. 1989. Editorial introduction: Vulnerability, coping and policy. I.D.S. Bulletin 20-2: 1-7. 
Dercon, S., Hoddinott, J., Krishnan, P. and Woldehannna, T. 2008. Collective action and vulnerability: Burial 

societies in rural Ethiopia. CAPRi Working Paper 83, Washington: IFPRI. 
Food and Agriculture Organization 2004. HIV/AIDS, gender inequality and rural livelihoods: The impact of 

HIV/AIDS on rural livelihoods in Northern Province, Zambia. Rome: FAO. 
Foster, G. and Williamson, J. 2000. A review of current literature on the impact of HIV/AIDS on children in 

sub-Saharan Africa. AIDS 14(suppl 3): S275-S284. 
Hardin, G. 1968. The tragedy of the commons. Science, 162:1243-1248.  
Osbahr, H. Boyd, E. and Martin, J. 2007. Resilience, realities and research in African environment (Report 

of Workshop 18 June 2007, University of Oxford) Oxford. 
Richards, P. 1983. Ecological change and the politics of African land use. African Study Review, 26-2: 1-72. 
Sen, A. K. 1981. Poverty and famine: An essay on entitlement and deprivation. Oxford: Clarendon Press. 
Sneddon, C. S. 2000. ‘Sustainability’in ecological economics, ecology and livelihoods: a review. Progress in 

Human Geography, 24-4: 521-549. 
Swift, J. 1989. Why are rural people vulnerable to famine? I.D.S.Bulletin  20-2: 8-15. 
Watts, M. 1983. Silent violence; Food, famine and peasantry in Northern Nigeria. Berkley: University of 

California Press. 
Watts, M. J. and Bohle, H. G. 1993. The space of vulnerability; the causal structure of hunger and famine. 

Progress in Human Geography, 17-1: 43-67. 
Wolde Mariam, M. 1986. Rural vulnerability to famine in Ethiopia 1958-1977. London: Intermediate 

Technology Publications. 
Zimmerer, K. S. 1994. Human geography and the “new ecology”: The prospect and promise of integration. 

Annals of the Association of American Geographers, 84-1: 108-125. 
Zimmerer, K. S. and Bassett, T. J. eds. 2003. Political ecology: An integrative approach to geography and 

environment- development studies. New York: Guilford Press. 
 

本論文は、日本地理学会 E-Journal GEO 第 3 巻 2 号（http://wwwsoc.nii.ac.jp/ajg/ejgeo/）
から転載したものである。 




